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18. ソラマメゾウムシの成虫休眠と地理的変異● 池野Tlは .'(訳邦人平皿学部fltl虫学研野窮)

43.8.13受刑

1) ソラマメゾウムシの姓T7i史はその榔-の符三L机物 と考えられるソラマメのmJE.,lJi火脚 こ適

応するはずであり, 9月に羽化後, 卵n!は翌春まで発遜しない.

2) 休眠から覚醒して, 卵虫が発達するためには, 少なくとも30日以上5°Cの状況m関を必繋

とし, その後高温長日条件下で摂食を行なわなければならない.

3) 低温期間のない場合, あるいは適当な低温期間を過した場合でも蜂蜜のかわりに水を与えて

′飼育した場合, 死亡率は非常に高い.

4) 地理的変異の傾斜は生庸的にも,形態的にも,分布域の緯度20以内の範囲では,認められな

い.

1. は じ め に

ソラマメゾウムシ BruchusrufrmanusBoheman

は.主として温和地域のttt界各地に分布し,わが国に

は大正末糊に,九州の三池鮎に侵入した.その後40年

あまりの問に,北巾道と東北の一部を除く本州,四r礼

九州の各地に分布するに至った.

ソラマメゾウムシの生活史は,年 1化性で成虫闇越

冬を行ない,非になってソラマメの花が咲くとこれに

災まって.花粉や蜜を食べながら菜が荊くのを持つ.

産卵は3cm 以上になった英に行なわれ.西日本では

4月下旬から5月巾旬,東日本では5月上佃から6F]

上旬まで続く.卵期間は10日あまり,幼虫糊関は約2

カ月,蛸期間は約 1通関である.したがってその苑卵

期は,PfF.-の寄主柄物と考えられるソラマメの開花

結実に一致するはずである.日本に侵入後40余咋の関

に.地域によって只なるソラマメの生印抑こ,その生

活史を適応させたと考えれば,一般に気挟適応調節と

して韮要な役割を果たしていると考えられる休眠に地

理的変異の方向が見出されるのではなかろうか.

貯穀苦虫の 〟苦虫化''について,ソラマメゾウムシ

のような野外型では,卵光の発適には産卵rllTJ糊として

の休眠とtf的 活動があるとされている(桐谷.1961).

この点に関してソラマメゾウムシについて火験された

記録はない.

また,昆虫の先供適応が体の大きさの地FnrrJ変矧 こ

現われてくる場合がある (Park,1949;正木.1966;

長沢.1954). 発市期に年間の最高気氾閥を過すソラ

マメゾウムシに,この変異は現われてくるであろうか.

以上の点を明らかにするために,著者は日本各地よ
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り,ソラマメゾウムシを災め,ソラマメの生育期に対

するこの虫の生活妃の適応性,そして日本に侵入後の

気恢適応の結果として.休眠mおよび体の大きさに地

理的変ITd･がiLiじたか.また卵n!の発達に休眠と摂食が

必.頚であろか.芯について火映祝部を試みた.

この研兜申終始抑獅'再を姻わった5;滞 大学既学部昆

ill学研光三,:の円田授郎教授.およびイf縫な助言や御批

判をいたT_Jいた砧f.TS妃蛸助教授.申村火氏はじめ研究

Tt5'':の謂兄抑こ心から感邦する.また材料収IJ王について

抑和伽 ､ただいた3n凪 こ印.くm)礼rflし上げる.

2. 材 料 と 方 法

木光跡 こmいた村村のソラマメゾウムシは千柴市再

試.滋inLir.tJiir(･TTl'.砧准1Lr.椎 煎耶.-T,Li73STTi大原 (以下

削ヒとする),同IT紙代(桁Ih'),静岡爪焼汚れ 同浜

松17'の各E3家.出校爪訳m7Tfn試,香川yl.と木田郡香川

大学農学部および,和歌山県田辺市の農家から送られ

たソラマメから羽化した成虫を用いた.地理的に北緯

33045'-･北緯35035'にわたる全国10カ所から材料を軽

めたわけである.

送られたソラマメはn然日長.rl然気配の部用に机
木鉢に入れ保印した.成dLの羽化は9月15rlより始ま

り.9月24口までにほとんど終った.ただしできろだ

け羽化のJmr.lrJを知かくするために.鉢をゆきぶり,豆

から成虫がIII別しやすくした.

羽化した城山は17.1.8cm,良さ18cmの試験管に入

れ 9月24日に一括して全昭,T.15oCの恒温墓に置き,

24時間後に低温処理を行なうため,5oCの恒温冷蔵疎

へ,全晴男の条件下で保管した. 15BCの恒温宝へ24

時間入れたのは急激な温度変化を緩和するためである.

なお対照区として9月24日以後羽化した成虫を,低温

処理をせず 25oCの恒温宝および,自然条件下で飼育
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しようとしたが.9月24日を境に成虫の羽化が,ほと

んど停止したため,京都洛北の50頭を25oC恒温宝で

銅かしたにとどまった.

以後,低温処理日数の卵ni発育におよはす好皆を調

べるため,各地域とも,30日,60日,90日後に冷蔵蹄

より取り出し,25oC16時間日長の恒温宝で,各地ご

とに往6.5cm,高さ13cmのガラスぴんを用いて飼育

し,桝として蜂蜜約5ccを約 100ccの水にうすめ,

従1.2cm,長さ3.5cmのチューブに入れ,綿栓をし

て与えた.餌は 1週間に一度とりかえた.

城山個体数の多かった京都洛北と田辺のものについ

ては別に卵niの成熟におよばす日長の彫響を観察する

ために,90日低温処理後,8時間日長 (短日)25oCの

恒氾室に蜜を餌としたものと.卵妃の発達に摂食の必

要があるかを見るため,250C16時間日長の室に水を

与えて飼育したものとを作った.

実験 1 25oCの 恒温宝での飼育開始後,10日日ご

ろより,7日ごとに,解剖によって雌の卵奴の発達状
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態を観察した. 1日の間に観察しうる個体数に限度が

あるので,地域によって観察日に3一丁4日の開きが出た

が,結果として過蝉位にまとめた.なお10日日ごとに

死亡数を観察した.雄については約9!の発達を観察し

たが,発達,未発達の区別がつけにくく,個体数詞正
J

にとどまった.またソラマメゾウムシは外観上雌雄の

判別が困難であるので,死亡個体については性別を行

なわなかった.

卵巣の発達状態の区分は, (i)体内に脂肪が充fl拍

し,卵巣小管 に変化が 認 められないものを未発達,

(ii)脂肪が減少し,卵巣小管に黄点が認められるもの

から卵が形成されているものを発達.(iii) 体内の脂

肪がなくなり,各市官が著しく表退したものを韮分吸

収個体とした.なお (iii)については,これが未発道

のまま吸収されたものか,発達した卵Aiが再吸収され

たものかは定かでない.

実験 2 実験 1と併行して,形態的地理変-rqを祝祭

するため,万能投彫機 (20×)により,前超戊,剛 乱

46 82 81 6 111481

345 3 345

a ーt) c dl d2 d3

25oC恒温飼育後の時期 (過)

邦 1図 低温処理.日長.択食が卵B!発達におよぼす好響.

上図は卵A!発述個体,下図は体内韮分吸収個休.

a:低温処理 0日後,25oC16時間日長下に炎を与えて飼育
b: 〝 30〝 〝 〝 〝 〝

C: 〝 60〝 〝 〝 〝 〝

dl: 〝 90〝 〝 〝 〝 〝

d2: 〝 〝 〝 〝 〝 水 〝

d3: 〝 〝 〝 〝 8時間日長下に蜜 〝

図の上部に示した〝は調査個体数

45 4710 34710
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後劾良を測定した.用いた細は.すべて出きている何

体の'ZE劫をとりはずし,スライドグラスの上に121向き

に､W;/<て5tTJ起した.

3. 英 輸 結 果

(1)卵Ll!oj発遜状闇には.状況処FT!30日(b区).60

日 (C区),90n(dl区)のいずれの均分も地mr･)な変

異を見ることはできなかった.そのため緋矧 ま各地城

のものを災計して那1図に表わした.

(2) 低温処世 0日(a区),30日間のものでは.卵nl

発達がほとんど認められなかった.b区でわずかに1

頭見られたにすぎない.C区,dl区では卵巣の発達し

たものが,3遇以後認められた.調査時点を比較して

みると,C区の3週間とb区の7週間.おj:ぴ,C区

の7迎Wとb区の10週間とはほぼ同じ切であるが,い

ずれもC区の万が卵nl発通に良い結果を与えている.

さらにC区の3,4i即可の調だ時点では,b区の10i即日

とくらべて,中期であるにもかかわらず,b区10i田閏

のそれより,卵A!がよく発適している.

(3)90日の低温処理後,8時間日長で,蟹を与えて

飼育したもの (dS区).および16時間日長で水を与え

たもの (d2区)は,卵出の発達が非符に恋かった.

(4) 羽化tEi後に.すでに卵光が発達しているかどう

か調べた個体はすべて未発達であった.
(5)低温処理0日で,蟹を与えて25oCで飼召した

もの (a区),および,低温処現を行なっても.蟹のか

わりに水を与えたもの (d2区)は,死亡率が井'.T;'ffこ前

かっT=(耶2図).

なおa区のものには1965印にーP,:薪が同様な実験を1-J,

なった時の結果を加えた.羽化TEi後のものは1965fr:の

実験であり,羽化後日然条[′ト下で卯を与えず,4-10

日経た虫を研削したものである.

(6) 前趨良,前適正と後功良の比,前麹良と同幅と

人d♀
数体桐

前 細 長

後 麺/前 麺

n:206 599 563 522 121 262

a b c dl d2 d3

那2円 25●Cn沢h.Jlff後30円ロの死亡率

a-dJは那 1矧 こ叩け る.

閃上部の〝は;?.Wm'4体敬

のLRl旅の阿相打i線の勾配を耶1誠に示した.地理rrtJ変

只の帆斜はいずれにも兄目すことはできなかった.雌

雄の桐畑矧よどの地域でも明らかに確の方が大きかっ

た.前勉戊と剛 河の問にはかなり高い相関が認められ

た.

郡1表 各地より採集されたソラマメゾウムシの麺の長さ

千菜 】長沢i能義 F洛北 F洛南

…3, ‡ 45; i l冨; i 三;

…387:言≡写.･;岳6643…:;:::≡

;こ.I.I:.=!!.:L･･::lf･i:tJ墨 h':ご:;… :::･ttILi

0.596
0.456

竿御霊気温㌻日 ;iヲ…'･)r芸 子;'O工 芸iヲTe)
前趨良の良きは 200-1mm で表わされる.

754土.013

745土.010

::……三日 '.34…壬 J::芸47;
35005′ j 35000′ 1 34050･

100
95

651.9土3.8
642.4土4.2

.760土.008

.759土.007

0.372

0.441

33045/

(15.5o)
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4. 考 察

成虫儲休眠のもっとも大きな特徴の一つは,休眠状

態に入るとその生軒系 (卵巣)の生長が抑61.Tlされ,栄

養貯蔵組粒が発達してくることであろう(Lees,1955).

したがって休眠からの離脱という状態は卵妃の発適と

いう現象で説明できるであろう.

ソラマメの開花期に,ソラマメゾウムシの休眠が終

止し,産卵活動が開始されるはずであるという生活史

の適応性は,第1,2図に示した実験結果より説明され

る.すなわち9月に羽化した成虫は,羽化後卵巣が発

達することなく休眠に入り,低温期間を経ずに高温条

件下で折を与えても,死亡率が非常に高く,生存して

も卵alは発遥しない.このように休眠に入ったものを

ALL'鵬させるために低温が必要なことは,よく知られた

ことである.この休眠を覚畦させるための休眠発ffを

完了させるためには,少なくとも5oCの低温下で30日

以上の期間が必滋である.このことが昆虫の地理的分

a-をl収'jkする公囚となり狩ることも考えられる.すな

わち.三Et:(1938)はソラマメゾウムシと同様な生活

成!をもつエンドウゾウムシが台湾に分布しないことを,

台紺 こわける冬Jg]低弧の不足から,休眠が抑制され,

それがエンドウゾウムシの生存に退きなくなると考え
た.

過当な低温期間の後,前温条件下で餌を与えても.

ソラマメのロ朋Eに不適当な条件である短日のもとでは

卵niは発遜しない.Eliiが仙眠斑矧こ経世をおよぼす

例はヤサイゾウムシの火験でも示されている (松本,

1959).

また,適当な低温処理後,長日高温条件下において

ち,餌を与えず水だけで飼育すると,死亡率が非rlL指,に

高く,生存しても卵巣は発達しない.このことは,ソ

ラマメの開花時期に一致して休眠が終り,ソラマメゾ

ウムシが越冬場所から花に集まる必要性を示している

ものと,敵われる･以上より,9月に羽化した成虫は,

卵脳が発述することなく休眠に入り,適当な低温期間

(冬のf川に相当する)を経て,気温の上昇とともに長日

条件･下でお的 を行ない,卵腿を発遊させるということ

がわかる.年 1化性で咋主地物にソラマメだけを選ぶ

と恩われるソラマメゾウムシが,臼然条件下のソラマ

メの開花に適応した生活史をもつ ことがよく理解され

る.

ソラマメの開花時期に差のある国内の各地域から災
めたソラマメゾウームシは,それぞれの土地の開花に適

応して.休眠矧こ地理的変異を示しているかという問

題がおころ.本実験で用いた各地域の周には,必要と

すろ低温期間の良さ.低温処理後卵出発適までの日数.

および卵出発遜!抑こおける発達個体数の削合のいずれ

138

にも,地理的変異の傾斜を見出すことはできなかった.

各地域間の緯度の差は最大2oにも満たず.その日長時

間にはほとんど差がなかった.したがって,ソラマメ

の開花期に地理的な差があったとしても,その差がそ

れほど大きいとも考えられず,ソラマメゾウムシがそ

れに適応していても,低温処理期間30日,60日,90日

の区別では地域差による適応の臨界日数に影響をおよ

ぼしていないものと考えられ,適応しているか石かの

結論はさらに材料を広汎な地域に求めた実験に得たね

ばならない.

実験2の結果より,体の大きさには地理的変只のql

斜が現われていない.夏から翌春に至る良期間の休眠

が存在する場合には,分布域の北と雨で実際に11は代

の発育に使う温量がほとんど追わない場合が生じ.そ

のときには,気炊淘汰による体型変只は生じない (正

木,1966)という点から考えれば,幼虫糊を地現的に

あまり差のない年間蚊高気温糊間に過す範田から拙め

たこの虫に,気侯淘汰による変異があらわれないのも

妥当である.この問題は特に分布北限地域の有効温故

が小さくなる地域について考雛されねばならない.
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Sllmlmary

Thelifecycleofthebroadbeanweevil(BTuChus

rufrmanusBoheman)isadaptedtothegrowing

seasonofthebroadbeanwhichseemstobeonly

ahostplant.ITheovaryofthisweevildoesnot

developefrom theemergenceofadultinAugust

tothenextspring. FortheterminationoEthe

diapauseofovary,itisnecessary to expose

prolongedperiod ofcoldtemp3rature(atleast

above30daysat5oC),and thereaftertobe

takenfoodsattheconditionofhightemperature

andlongday.

Themortalityofadultbecomesveryhighwhen

adultsarenotexposedforaprolongedperiod

oflowtemperatureordonottakefood.

Theclineofgeographicvariationcannotbe

seeneco一ogically and morphologically,within2

degreesoflatitudeindistributionareainJapan.


